
「なおしタル AR-M」 は、使用時に所定量の水を加え、練り混ぜることにより使用できる、左官工法用耐酸性断面修

復モルタル材です。耐硫酸性に優れており、下水道施設、温泉施設等、硫酸による化学的腐食を受ける構造物の補修

用モルタルです。

耐酸性　断面修復モルタル材

「なおしタル AR-M」
「ＮＡＯＳＨＩＴＡＲＵ　AR-M」

仕　様

施工方法

１．硫酸浸漬後の質量変化率および硫酸浸透深さが小さく、耐硫酸性に優れています。

２．左官工法により、簡易に施工が可能です。

特　長

○　下水道施設の補修

○　温泉施設の補修

○　硫酸の影響を受ける構造物の補修

用　途

１袋あたりの練上り量 １回の可能施工厚さ

（垂直面）水 練上り量「なおしタル AR-M」 「なおしタル AR-M」

１㎥あたりの使用量

（kg） （ℓ）（kg） ※1

２５

（kg）

１９２５kg （２５kg×７７袋）約１３４.０

水

（kg） （mm）

３０８ 約２０

１．施工する面は必ず粗面処理を行い、油分、粉分を取り除き、プライマー等を用いて吸水調整をしてください。

２．上裏面（天井面）および２０mm を超える施工厚さの場合は、剥落防止対策の検討をしてください。

３．鉄筋が腐食している場合は、適切な防錆処理を行ったのち施工してください。

４．「なおしタル ＡＲ-Ｍ」の練混ぜは、ハンドミキサまたはパン型ミキサを用い、練混ぜ時間１２０～１８０秒を目安に

　  練混ぜたのち、左官工法で施工してください。

５．施工後は必ず適切な養生を行ってください。風等の影響を受けた場合、 施工後数時間で表面に乾燥ひび割れが発生

　  する場合があります、その場合は、養生剤の散布をお薦めします。

※1　練り混ぜ水は、 環境温度等により変動します。 1 袋あたり３.７～４.３kg の範囲を目安にご使用ください。

なおしタル ＡＲ-Ｍ ２８日間

１５％ 硫酸浸漬後 質量変化率 ： -２０.９％

市販断面修復モルタル材 ２８日間

１５％ 硫酸浸漬後 質量変化率 ： -５１.８％
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